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り
、
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
日
比
谷
家

の
そ
の
他
の
伝
承
と
合
わ
せ
る
と
、
リ

デ
ィ
ア
＝
ベ
ン
ト
ン
と
、
ジ
ュ
リ
ア
＝
ク

ロ
ス
ビ
ー
と
い
う
女
性
宣
教
師
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ベ
ン
ト
ン
は
ヘ
ボ
ン
式

ロ
ー
マ
字
で
知
ら
れ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
＝
ヘ

ボ
ン
が
運
営
す
る
ヘ
ボ
ン
塾
の
長
、
ジ
ョ

ン
＝
Ｃ
＝
バ
ラ
の
妻
と
な
っ
た
人
、
ま
た

ク
ロ
ス
ビ
ー
も
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
人
宣

教
師
ジ
ュ
リ
ア
＝
ク
ロ
ス
ビ
ー
と
し
て
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
比
谷
家
の
伝
承
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
広
範
な
ご
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
本
項
目
は
『
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時 

　
　

代
』
第
一
巻
（
明
治
学
院
、
一
九
六
九 

　
　

年
）
お
よ
び
小
檜
山
ル
イ
『
ア
メ
リ 

　

  

カ
夫
人
宣
教
師
―
来
日
の
背
景 

　
　

と
そ
の
影
響
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、 

　
　

一
九
九
二
年
）
等
を
参
照
。

　

レ
ー
マ
ン
兄
弟
と
日
比
谷
健
次
郎
の
動

向
を
軸
に
、
明
治
初
期
の
欧
米
各
国
の
文

化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た

人
々
の
交
流
を
見
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
個
々
の
人
々
が
、
積
極
的
に
新
し
い

文
化
を
受
容
し
て
い
く
姿
が
見
え
て
き
ま

す
。
明
治
初
め
の
彼
ら
の
足
跡
は
、
私

た
ち
に
幅
広
い
文
化
交
流
を
行
う
こ
と
の

重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  【
終
】

　

※　
【
図
１
～
２
】
は
国
会
図
書
館
イ
ン 

　
　
　

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
資
料
に
加
筆
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
学
芸
員 

多
田
文
夫
）

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
角
倉
洋

学
所
が
欧
学
舎
と
な
っ
て
も
、
ル
ド
ル
フ

は
教
員
を
続
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
七
年
、
欧
米
文
化
受
容

の
先
進
地
と
し
て
発
展
し
て
い
た
京
都
に
、

日
比
谷
健
次
郎
た
ち
は
校
訂
者
を
求
め
、

ル
ド
ル
フ
と
出
会
い
ま
し
た
。

２　

外
国
と
出
会
う
社
会
の
記
憶

■
広
が
る
欧
米
と
の
交
流　

欧
学
舎
は

レ
ー
マ
ン
兄
弟
の
人
脈
を
通
じ
て
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
チ
ャ
ー
レ
ス

＝
ホ
ー
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
招
か
れ
英
語
教
育

と
文
化
を
教
え
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
レ
オ
ン
＝
デ
ュ
リ
ー
夫
妻

が
仏
語
を
教
え
る
こ
と
と
な
り
、
欧
学
舎

は
高
田
別
院
（
河
原
町
通
二
条
上
ル
）
に

支
舎
を
設
け
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

※
本
項
目
＝
辻
ミ
チ
子
『
転
生
の
都
市 

　
　

京
都　

―
民
衆
の
社
会
と
生
活
―
』 

　
　
（
阿
吽
社
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

　

人
間
関
係
を
図
示
し
た
の
が
【
図
３
】

で
す
。
戊
辰
戦
争
直
後
、
日
本
各
地
で
外

国
文
化
の
取
入
れ
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
一
翼
に
ド
イ
ツ
語
を
媒

介
に
日
比
谷
健
次
郎
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

■
日
比
谷
家
と
ベ
ン
ト
ン
、
ク
ロ
ス
ビ
ー

　

日
比
谷
家
に
は
一
つ
の
伝
承
が
あ
り
ま

す
。
ベ
ン
ト
ン
と
ク
ロ
ス
ビ
ー
と
い
う
宣

教
師
が
訪
れ
、
日
比
谷
健
次
郎
と
交
流
し

た
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
際
に
用
い
ら

れ
た
と
い
う
グ
ラ
ス
も
伝
来
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
実
態
資
料
が
い
ま
だ
欠
け
て
お

（
河
原
町
二
条
下
ル
）

に
設
け
ら
れ
た
角
倉

洋
学
所
が
設
立
さ
れ
、

さ
ら
に
十
一
月
に
は

旧
長
州
藩
邸
を
利
用

し
た
勧
業
場
内
（
現

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京

都
の
敷
地
内
）
に
移

転
、
欧
学
舎
と
名
を

変
え
ま
す
。
欧
学
舎

は
京
都
の
欧
米
文
化

需
要
の
そ
も
そ
も
の

は
じ
ま
り
と
し
て
知

ら
れ
、
欧
米
の
言
語

と
文
化
を
学
ぶ
機
関

で
し
た
。

　

多
田
建
次
『
福
沢

諭
吉
と
京
都
人
脈
』

（
玉
川
大
学
出
版
部
、

一
九
九
八
年
）
に
よ

れ
ば
、「
こ
の
欧
学
舎

も
、
山
本
と
か
ね
て
か
ら
親
交
の
あ
っ
た

ド
イ
ツ
人
レ
ー
マ
ン
を
、
彼
の
勧
奨
に
よ
っ

て
京
都
府
が
招
聘
し
た
こ
と
が
、
そ
も
そ

も
の
発
端
で
あ
っ
た
。」
と
カ
ー
ル
＝
レ
ー

マ
ン
と
山
本
覚
馬
の
関
係
に
言
及
し
て
い

ま
す
。

■
教
員
と
な
る
ル
ド
ル
フ　

カ
ー
ル
の
弟
、

ル
ド
ル
フ
は
角
倉
洋
学
所
が
設
置
さ
れ
た

と
き
に
教
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
は

ド
イ
ツ
も
統
一
さ
れ
ド
イ
ツ
帝
国
が
成

立
、
レ
ー
マ
ン
兄
弟
が
出
た
オ
ル
デ
ン
ブ

ル
ク
大
公
国
も
帝
国
の
構
成
領
邦
の
一
つ

ン
サ
ー
銃
（
小
銃
）
は
、
カ
ー
ル
が
譲
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
カ
ー

ル
の
こ
う
し
た
動
き
は
母
国
ド
イ
ツ
の
動

向
―
の
ち
の
奥
羽
越
列
藩
同
盟
支
援
―
に

も
合
致
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
む
し
ろ
、

そ
の
淵
源
の
一
つ
に
山
本
覚
馬
と
カ
ー
ル

の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
角
倉
洋
学
所
・
欧
学
舎
の
教
員　

戊
辰
戦

争
後
、
京
都
は
欧
米
文
化
を
受
容
す
る
拠
点

と
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
見
せ
ま
す
。

　

一
八
七
一
年
（
明
治
三
年
）
三
月
、
京

都
の
角
倉
（
す
み
の
く
ら
）
代
官
屋
敷
跡

（２）

【図３　レーマン兄弟の関係】
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下
肥
の
販
売
量
は
年
に
よ
っ
て
変
動
し

ま
す
が
、
小
泉
家
で
は
年
に
二
〇
～
三
〇

軒
前
後
の
農
家
と
取
引
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
平
均
す
る
と
一
年
間
で
六
〇
〇
円
ほ

ど
下
肥
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
小

学
校
の
教
員
の
年
収
が
約
五
四
〇
円
で
し

た
（
注
二
）。
た
だ
し
、
下
肥
運
搬
業
の
家

は
農
業
な
ど
他
の
収
入
も
あ
る
の
が
一
般

的
で
し
た
。

　

取
引
を
し
て
い
る
農
家
は
五
年
間
毎
年

取
引
を
行
っ
て
い
る
農
家
も
あ
れ
ば
、
一
年

間
だ
け
の
付
き
合
い
の
も
の
も
い
ま
す
。
上

記
で
引
用
し
た
鈴
木
勘
五
郎
の
よ
う
に
、
通

常
は
内
金
を
払
っ
て
後
日
に
残
り
の
代
金

を
支
払
っ
て
い
る
農
家
が
多
い
で
す
。
し
か

し
、
翌
年
に
繰
り
越
し
て
代
金
を
支
払
う
農

家
も
い
く
ら
か
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
、
川
崎
の
横
山
栄
太
郎
は
昭
和
七
年
分
の

代
金
の
一
部
を
翌
年
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

一
年
ほ
ど
の
猶
予
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

■
取
引
の
範
囲　
【
図
２
】
は
「
万
控
帳
」

に
記
さ
れ
た
地
名
の
一
覧
で
す
。
図
か
ら

は
佐
野
や
大
谷
田
な
ど
の
近
辺
か
ら
幸
房

（
現
・
埼
玉
県
三
郷
市
幸
房
）
や
馬
橋
（
現
・

松
戸
市
馬
橋
）
な
ど
の
地
名
が
記
さ
れ
て

お
り
、
中
川
沿
い
と
支
流
の
つ
な
が
っ
て

い
る
江
戸
川
沿
い
を
中
心
に
取
引
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
浦
安
（
千
葉
県
浦
安
市
）
の
名
前
も
記

載
さ
れ
て
お
り
、
遠
方
と
も
取
引
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
浦
安

へ
は
中
川
と
江
戸
川
を
繋
ぐ
新
川
（
船
堀

川
、
行
徳
川
）
を
通
っ
て
行
っ
た
よ
う
で
す
。

１
６
・
０
㎝
で
、
表
紙
に
「
万
控
帳　

昭

和
七
年
十
二
月
吉
日
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
内
容
は
下
肥
の
会
計
簿
で
、
昭

和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
昭
和
一
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
万
控
帳
」
は
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）

年
に
佐
野
地
域
の
小
泉
家
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。
小
泉
家
は
下
肥
運
搬
船
を

持
ち
、
下
肥
の
運
搬
と
販
売
を
し
て
い
ま

し
た
。「
万
控
帳
」
は
そ
の
際
の
記
録
で
す
。

　
「
万
控
帳
」
は
【
図
１
】
の
よ
う
に
、
購

入
し
た
農
家
の
居
住
地
名
・
氏
名
・
下
肥

の
量
・
代
金
・
徴
収
日
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
徴
収
日
は
八
月
と
一
二
月
が
多

く
、
盆
と
暮
れ
の
年
二
回
の
集
金
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

下
肥
の
量
は
輸
送
す
る
船
、
一
艘
（
そ

う
）
を
単
位
と
し
て
数
え
ら
れ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
が
一
艘
あ
た
り
一
・
五
円

前
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一

艘
あ
た
り
の
積
載
量
は
、
お
よ
そ
三
十

荷
か
ら
四
十
荷
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
（
注
一
）。
下
肥
の
量
は
一
荷

は
約
二
〇
貫
目
（
約
八
〇
㎏
）
で
す
。 

　

ち
な
み
に
当
時
の
白
米
の
値
段
は
十
㎏

あ
た
り
一
円
九
十
銭
で
し
た
（
注
二
）。
現

在
の
白
米
を
三
五
〇
〇
円
と
し
て
計
算
す

る
と
、
二
七
艘
七
分
五
厘
（
約
六
六
・
六
ト

ン
）
の
下
肥
は
約
七
万
三
五
〇
〇
円
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
を
一
軒
の
農
家
で

使
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
農
家

の
代
表
が
業
者
か
ら
下
肥
を
購
入
し
て
分

配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

り
専
門
の
業
者
も
お
り
、
農
家
の
中
に
は

汲
み
取
り
業
者
か
ら
下
肥
を
購
入
す
る
人

も
い
ま
し
た
。

　

足
立
区
が
河
川
下
流
域
で
あ
る
こ
と
を

利
用
し
て
、
都
市
か
ら
汲
み
取
っ
た
屎
尿

を
船
で
運
搬
す
る
業
者
も
存
在
し
ま
し
た
。

屎
尿
を
運
搬
す
る
船
は
汚
穢
船
（
お
わ
い

ぶ
ね
）
や
葛
西
船
（
か
さ
い
ぶ
ね
）
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
船
に
よ
る
運
搬
は
人
力
・

畜
力
に
よ
る
陸
上
輸
送
よ
り
も
大
量
の
屎

尿
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
圧
倒
的
に
有
利

で
し
た
。

■
小
泉
家
の
万
控
帳　

郷
土
博
物
館
が
所

蔵
し
て
い
る
「
万
控
帳
」（
よ
ろ
ず
ひ
か
え

ち
ょ
う
）【
写
真
１
】
は
足
立
区
の
下
肥
と

農
業
の
歴
史
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料

で
す
。
本
稿
で
は
「
万
控
帳
」
か
ら
う
か

が
え
る
昭
和
初
期
の
下
肥
運
搬
業
者
と
農

家
の
関
係
を
み
て
い
き
ま
す
。

　
「
万
控
帳
」
は
縦
２
３
・
５
㎝
、
横

■
足
立
区
と
下
肥　

か
つ
て
農
村
地
帯

だ
っ
た
江
戸
東
京
東
郊
の
足
立
区
で
は
、

堆
肥
を
得
る
た
め
の
山
林
が
な
い
こ
と
と

平
坦
で
陸
水
路
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
人
糞
尿
を
も
と
に
し
た
下
肥
を
肥

料
と
し
て
多
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
足

立
区
立
郷
土
博
物
館
で
は
そ
う
し
た
歴
史

を
反
映
し
て
、
常
設
展
示
で
下
肥
に
関
す

る
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
頃
ま
で
は
農
家
が
家
々
か
ら
屎
尿

（
し
に
ょ
う
）
を
直
接
購
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
関
東
大
震
災
後
の
都
市
の
急
激
な
発

展
に
よ
る
人
口
増
加
に
よ
り
屎
尿
の
量
が

過
剰
と
な
り
、
供
給
過
多
の
屎
尿
の
価
値

は
下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
そ

れ
ま
で
は
汲
み
取
り
に
お
金
を
払
っ
て
い

た
農
家
が
逆
に
農
家
が
徴
収
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
家
が
個
別
に
家
々
を
回
っ
て

自
家
用
の
た
め
に
汲
み
取
る
他
、
汲
み
取

（３）

【写真 1・万控帳】

【図 1　万控帳翻刻（一部）】

サ
ノ
（*

佐
野
）　
　
鈴
木
勘
五
郎

　
　
　
　
記

七
年
十
二
月

一
　
　
　
下
肥
弐
拾
七
艘
七
分
五
厘

一
　
　
　
代
金
四
拾
円
八
拾
七
銭
五
厘

　
　
内
金
拾
七
円
請
取
（
印
）

十
二
月
十
七
日
　
金
拾
円
請
取

差
引
一
　
金
拾
参
円
八
拾
七
銭
五
厘

一
　
　
　
金
拾
四
円
請
取
（
印
）

昭
和
初
期
の
万
控
帳
か
ら
み
る

昭
和
初
期
の
万
控
帳
か
ら
み
る

足
立
の
下
肥
運
搬

足
立
の
下
肥
運
搬

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　    

間
所
瑛
史

間
所
瑛
史

（　）内は筆者注
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に
相
当
し
ま
す
。

　

現
在
に
残
さ
れ
た
「
万
控
帳
」
は
昭
和

初
期
の
東
京
近
郊
の
下
肥
運
搬
業
者
の
活

動
範
囲
や
状
況
の
一
端
を
直
接
知
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

注
一
・
荻
原
ち
と
せ
「
下
肥
に
依
存

す
る
農
業
―
東
京
東
郊
の
肥
料
を
考
え

る　

第
二
回
」『
足
立
史
談
』
五
二
二
号
、

二
〇
一
一
年

　

注
二
・
週
刊
朝
日
編
『
値
段
の
明
治
大

正
昭
和
風
俗
史
・
上
』
朝
日
新
聞
社

　
　
　
　
　
　
　

  （
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

た
だ
し
、
大
谷
田
や
六
木
の
農
家
と
頻
繁

に
取
引
し
て
い
る
一
方
、
浦
安
に
つ
い
て

は
昭
和
一
一
年
に
一
回
行
っ
て
い
る
の
み

で
す
。「
浦
安
町
行
」
と
わ
ざ
わ
ざ
他
の
箇

所
に
は
見
ら
れ
な
い
「
行
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
珍
し
い
遠

方
と
の
取
引
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
な
る
と
、

東
京
市
に
よ
っ
て
市
営
の
汲
み
取
り
が
始

ま
り
ま
す
が
、
自
家
や
業
者
で
の
汲
み
取

り
も
継
続
し
て
い
ま
し
た
。「
万
控
帳
」
が

記
さ
れ
た
時
期
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
転
換
期

【図 2・万控帳に記された地名と
その所在地図】（昭和 36年の地
図に加筆）

（４）

浦安
大谷田
垳
川崎
幸房
酒井
境木
佐野
下新田
高須
長門
樋口
馬橋
六木
茂田井
谷中

浦安市
足立区大谷田
八潮市垳
八潮市南川崎
三郷市幸房
三郷市栄
三郷市栄
足立区佐野
三郷市高州
三郷市高州
足立区中川
三郷市高州
松戸市馬橋
足立区六木
三郷市茂田井
三郷市谷中

地名 現行地名


